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２ 地域振興の方針と施策の方向について 

   

 （５）朝日地域 

○地域の基本方針 

    朝日地域は豊かな森林資源に恵まれ、自然と調和した歴史と文化が育まれて

きた地域です。 

    しかし、全国的にも有数の豪雪地帯であり、山間地という地理的条件上、平

野部と比較すると厳しい住環境にあり、人口減少や少子高齢化の傾向が特に顕

著となっています。 

   住民が住み慣れた地域で安全にいきいきと暮らしていけるよう、生活環境の

整備や住民による生活基盤の維持、強化への支援など、地域の暮らしを守り支

える取組を進めます。 

   また、これまでの農業基盤や生産技術に創意工夫を加えた農業施策や、森林

資源を活用した振興方策により農地や山林の荒廃を食い止め、農林業の持続的

な振興を図ります。 

    併せて、豊かな自然や山岳信仰など、多種多様な観光資源を組み合わせ、地

域内の自然や伝統文化、食の魅力を存分に楽しめる環境を整備し、交流人口の

拡大による観光振興を推進します。 

 

○施策の方向 

中山間地域の暮らしを守り、支える取組を進めます 

ア 中山間地域における定住環境の支援 

地域住民が、住み慣れた地域でいきいきと暮らしていけるよう、地域内生

活交通の確保や高齢者の克雪対策支援など、生活環境の整備・支援を行いま

す。 

また、住民主体による地域の実情に応じた集落対策を推進し、共通の課題

を抱える集落間をつなぐなど広域的な視点から集落間の連携による生活基盤

の維持・強化を進めるとともに、持続可能な地域運営組織の育成と活動拠点

の整備を進めるほか、地域課題解決に向けた住民自らの取組みを支援します。 

   併せて、豊かな森林資源と自然環境を活用した自然環境教育の実践や国際

交流などにより、次世代を担う人材の育成を目指します。 

   ①地域内生活交通の維持・確保を目指します 

   ②快適で安心・安全な環境整備への支援を進めます 

   ③地域を支える人材の育成を進めます 
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イ 森林資源、自然環境などを活用し、中山間地に特化した農林業の振興 

これまでの農業基盤や生産技術に創意・工夫を加えた農業施策を推進し、

農産物の流通体系の整備、地域特産品（農産物）の生産支援、特産品の開発、

既存商品のブラッシュアップ、農地保全のための仕組みづくり等を通し、中

山間地型複合経営を目指します。 

また、広大な森林資源を活用するために菌茸類等の栽培品目を増やし、栽

培技術の向上、新規生産者の育成に努め、特用林産物の販売数量の確保と資

源循環を目指します。 

   ①中山間地における持続的な農業体系の整備を進めます 

   ②森林資源の保全と有効な活用を進めます 

 

ウ 自然、文化、風土など、地域資源を活用した観光の振興 

通年型観光の拠点として湯殿山エリアを構成する多彩な観光資源を組み 

合わせ、誘客を図るとともに、地域にある自然や文化、食の魅力を存分に楽

しめる環境づくりを通し、地域の活性化につながる観光振興を目指します。 

①観光振興施設と観光者受入環境の整備を進めます 

②地域の自然、文化、食の魅力の発信を進めます 
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３ 事業実施について 

（５）朝日地域 

地域振興の基本
方針の位置付け 

中山間地域における定住環境の支援 

プロジェクト名 地域内生活交通の維持・確保 

プロジェクトの 
目的 

 学校等の生活利便施設への交通を確保するため、地域の実情や需要に応じ
た、利用者の視点に立ったきめ細やかな地域内交通対策を推進する。 

プロジェクトの 
概要 

（1）高校通学時のバス定期購入費用に自己負担上限を設け、差額を市が補助す
ることで、保護者の経済的負担を軽減する支援を行う。 

期待できる効果 
（1）通学時に公共交通機関の利用が促進され、高校生保護者世帯の経済的・送
迎に伴う時間的な負担の軽減が期待できる。 

実施 
スケジュール 

具体的な事業項目 2021 2022 2023 
2024 
以降 

(1) 朝日地域高等学校等生徒通学費支援事業 ○ ○ ○ ○ 

2020（令和 2）年度決算見込み額（千円） 900 

2021（令和 3）年度当初予算額（千円） 1,500 
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地域振興の基本
方針の位置付け 

中山間地域における定住環境の支援 

プロジェクト名 快適で安心・安全な環境整備への支援 

プロジェクトの 
目的 

雪による経済的及び精神的負担を軽減するため、除雪支援や克雪対策の取
組を進め、定住環境の整備を推進する。 
また、高齢者の自立促進と健康寿命の延伸のため、近隣住民の協力や支え

合いの仕組みづくり、医療機関、関連福祉団体との連携や地域資源を活用した
事業等を通して、高齢者支援体制の充実を図る。 
地域住民が主体となって地域課題解決のために試行的な取り組みを行うこと

により、中山間地域における地域運営体制の確立を図る。 

プロジェクトの 
概要 

（1）要支援者宅の玄関前除雪作業に対する支援を行う。 
（2）温泉入浴施設管理運営への支援を行う。 
（3）持続可能な地域運営確立のための活動へ支援を行う。 

期待できる効果 

（1）除排雪の労力負担により転出を余儀なくされる要支援者世帯の負担を軽減
し、定住化を促す効果が期待できる。 

（2）温泉入浴施設の活用により、介護予防事業等への参加がなかった住民のき
っかけづくりとなり、参加者の増加が期待できる。 

（3）住民主体による活動により、生活・福祉等の環境整備が図られ、集落生活圏
の持続可能な運営体制の確立が期待できる。 

実施 
スケジュール 

具体的な事業項目 2021 2022 2023 
2024 
以降 

(1) 朝日地域助け合い玄関前除雪支援事業 ○ ○ ○ ○ 

(2) 朝日地域健康増進施設支援事業 ○ ○ ○ ○ 

(3) 「交流の里おおあみ」づくり支援事業 ○ ○ ○  

2020（令和 2）年度決算見込み額（千円） 7,540 

2021（令和 3）年度当初予算額（千円） 8,130 
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地域振興の基本
方針の位置付け 

中山間地域における定住環境の支援 

プロジェクト名 地域を支える人材の育成 

プロジェクトの 
目的 

豊かな森林資源と自然環境を活用し、次世代を担う子供達をはじめとした市民
への自然環境教育の実践を進める。また、地域の若者による交流事業等を通し
た関係人口の拡大と人材育成を推進する。併せて、地域情報の発信により、地
域理解を深めてもらう取組を推進する。 
地域活動や憩いの場の環境整備を行うことにより、広場の活用を促進し、生活

環境の向上を図る。 

プロジェクトの 
概要 

（1）タイ国「子どもの村学園」への中高生派遣事業を支援する。（Ｒ3は交流事業） 
（2）伝統行事、地域イベント等を紹介するカレンダーを制作する。 
（3）大鳥自然の家の環境教育プログラムの開発や施設環境整備を行う。 
（4）地域の若者による地域内外との交流活動を支援する。 
（5）本郷地区山村広場に日よけ設備を設置する。 

期待できる効果 

（1）これまで民間レベルでの交流を展開してきた活動に支援を行うことで、継続し
た派遣事業として国際交流の人的ネットワークを広げ、地域を支える人材育成
の効果が期待できる。 

（2）行政情報や地域行事、地域の多様な資源や魅力等を地域住民に周知するこ
とで、各種の行事や活動への理解を深め、コミュニティ活動のきっかけになる
ことが期待できる。 

（3）自然環境教育を通した地域の自然や文化を再認識する機会とし、次世代を
担う青少年の健全育成が期待できる。 

（4）地域の若者が地域内外との交流事業、ワークショップを行うことにより、地域
に愛着を持つ人材の育成が期待できる。 

（5）日よけ設備の設置により、夏季日照や雨天時の避難所として活用することに
より広場の利便性向上、交流の活性化が期待できる。 

実施 
スケジュール 

具体的な事業項目 2021 2022 2023 
2024 
以降 

(1) 「子どもの村学園」国際交流派遣事業 ○ ○ ○ ○ 

(2) 朝日地域地域情報広報事業 ○ ○ ○ ○ 

(3) 大鳥自然の家環境整備事業 ○ ○ ○ ○ 

(4) 
朝日地域若者語らいの場ありのまま未来プ
ロジェクト事業 

○ ○ ○  

(5) 本郷地区山村広場日よけ施設設置事業 ○    

2020（令和 2）年度決算見込み額（千円） 160 

2021（令和 3）年度当初予算額（千円） 6,356 
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地域振興の基本
方針の位置付け 

森林資源、自然環境などを活用し、中山間地に特化した農林業の振興 

プロジェクト名 中山間地における持続的な農業体系の整備 

プロジェクトの 
目的 

 地域農業の持続的な振興を図るため、月山ワイン、山菜、そば等、地域内農産
品の生産振興や新たな特産品開発への支援、交流等による販路拡大のための
取組、将来に向けた農地保全のための取組みを推進する。また、鳥獣被害防止
対策の取組を推進する。 

プロジェクトの 
概要 

(1) 地場産業振興施設の老朽化に対応するとともに、指定管理者であるあさひ
村直売施設管理運営組合と今後の産直のあり方について検討を行う。 

(2) 山ぶどうの生産から販売まで総合的な支援を行う。 
(3) 離農による農地荒廃を防ぐため、農地の受け手となる地域内の農業者等と

地域農業の課題と今後について協議する。 
(4) 地域産そばの消費拡大による振興を行う。 

期待できる効果 

(1) 地域内の産直の今後の方向性が見えることで、施設を利用する生産者が安
心して生産活動を行うことができ、所得向上、生きがい、地域の活性化が期
待できる。 

(2) 山ぶどうの生産振興により、生産者や加工関係者の所得向上が期待でき
る。 

(3) 朝日地域の農業に関する課題を調査することで、今後の独自支援、対応に
繋げていくことが可能となる。 

(4) そばの消費拡大により、生産者の所得向上が期待できる。 

 
実施 

スケジュール 

具体的な事業項目 2021 2022 2023 
2024 
以降 

(1) 産直施設の在り方検討事業 ○ ○   

(2) 朝日地域山ぶどうワイン賑わい支援事業  ○ ○   

(3) 地域農業の調査研究事業  ○ ○   

(4) 朝日産そば振興支援事業 〇 〇 〇 〇 

 伝統料理の継承事業【完了】     

2020（令和 2）年度決算見込み額（千円） 310 

2021（令和 3）年度当初予算額（千円） 1,500 
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地域振興の基本
方針の位置付け 

森林資源、自然環境などを活用し、中山間地に特化した農林業の振興 

プロジェクト名 森林資源の保全と有効な活用 

プロジェクトの 
目的 

用材林、薪炭等の活用を推進するとともに、菌茸等の特用林産物の栽培研究
や技術研究等を進めることにより販売量の確保や生産者の育成を図り、山林の
荒廃防止対策を推進する。 
特用林産物の生産拡大、新たな販売先を開発することにより生産者の所得向

上を図る。 

プロジェクトの 
概要 

（1）山菜・菌茸類の生産拡大を支援するため、栽培技術研修や種苗助成により
生産者の拡大を図るとともに、集出荷や販売への支援を行う。 
 地域の資源を活用し、新たな特産品の掘り起こしや既に特産物の収穫量、
販売額の増に取り組む者への支援を行う。 

（2）森林整備の際に生じた木材等を特用林産品生産へと活用する取組みへの支
援を行う。 

期待できる効果 

(1) 生産者の拡大や技術向上により、生産者の所得の向上が期待できる。 
特用林産物に限らず地域資源を活用することで、所得向上が図られるととも
に、地域を代表する特産品への成長が期待できる。 

（2）菌茸類の生産拡大による生産者の所得向上とともに、森林資源の循環を促
し、水源涵養などの公益的機能の拡大が期待できる。 

実施 
スケジュール 

具体的な事業項目 2021 2022 2023 
2024 
以降 

(1) 朝日地域山の恵み産地化事業 ○ ○ ○ ○ 

(2) 朝日地域森林荒廃防止支援事業 ○    

2020（令和 2）年度決算見込み額（千円） 1,211 

2021（令和 3）年度当初予算額（千円） 2,351 
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地域振興の基本
方針の位置付け 

自然、文化、風土など、地域資源を活用した観光の振興 

プロジェクト名 観光振興施設と観光者受入環境の整備 

プロジェクトの 
目的 

湯殿山エリアへの通年型観光による誘客を図るため、インフォメーション機能
の整備やガイド、インストラクター等の人材育成を支援する。 

プロジェクトの 
概要 

（1）通年型観光の拠点施設として、湯殿山エリアを構成する多彩な観光資源を組
み合わせ、インフォメーション機能の整備やガイド、インストラクター等の人材
育成を通し誘客を図るとともに、施設の更新整備を進める。 

（2）湯殿山スキー場やあさひ家族キャンプ村の今後の活用方針について検討す
るとともに、施設の更新整備を進める。 

期待できる効果 

（1）道の駅としての公益性を維持しつつ、来訪客に魅力あるイベント等を企画す
ることにより、交流人口の拡大が期待できる。 

（2）スキー・スノーボード、オートキャンプの魅力を発信し来訪客の増加を図ること
で、交流人口の拡大や雇用の場の確保が期待できる。 

実施 
スケジュール 

具体的な事業項目 2021 2022 2023 
2024 
以降 

(1) 道の駅「月山」整備事業  ○ ○ ○ 

(2) あさひ自然体験交流施設維持管理事業 ○ ○ ○ ○ 

2020（令和 2）年度決算見込み額（千円） 22,906 

2021（令和 3）年度当初予算額（千円） 132,037 
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地域振興の基本
方針の位置付け 

自然、文化、風土など、地域資源を活用した観光の振興 

プロジェクト名 地域の自然、文化、食の魅力の発信 

プロジェクトの 
目的 

日本遺産の構成文化財である六十里越街道や大鳥池、以東岳等の自然、ま
た歴史が生み出した生活様式、食文化等の情報発信を図り観光資源として活用
し、交流人口の拡大を図る。 

プロジェクトの 
概要 

（1）地域住民の生活交通とともに、登山・観光シーズン中の来訪者の交通手段を
確保するための観光市営バスを運行する。 

（2）デジタル簡易無線を活用し、登山客への情報提供を行う。 
（3）トレッキングと食文化の連携を図るイベントへの支援を行う。 
（4）大鳥池へのヒメマス放流に対する支援を行う。 
（5）田麦俣地内六十里越街道、大鳥地内二ノ俣山道を観光資源として国有林を
活用するため、森林管理署から借り受けるための測量を行う。 

期待できる効果 

（1）地域住民の利便性を高めるとともに、来訪客に対しては二次交通を確保する
ことにより交流人口の拡大が期待できる。 

（2）携帯電話不感地域である朝日連峰の登山情報を無線により共有することで、
登山者の不安を解消し、安全の確保が期待できる。 

（3）食と連携して六十里越街道の魅力を紹介することにより、観光の振興、特産
品の消費や交流人口の拡大が期待できる。 

（4）資源を確保することで大鳥池の魅力を高め、朝日連峰への誘客効果が期待
できる。 

（5）イベント開催による誘客効果により地域活性化が期待できる。登山道整
備が可能になり登山者の安全を確保できる。 

実施 
スケジュール 

具体的な事業項目 2021 2022 2023 
2024 
以降 

(1) 朝日地域夏季観光バス運行事業 ○ ○ ○ ○ 

(2) 朝日連峰コミュニティネット運用事業 ○    

(3) 食と六十里越街道トレッキング連携事業 〇 ○ ○  

(4) 大鳥地域淡水活性化事業 ○ ○ ○ ○ 

(5) 朝日地域国有林活用事業 ○    

2020（令和 2）年度決算見込み額（千円） 429 

2021（令和 3）年度当初予算額（千円） 5,695 

 

 



単位：千円

款 項 目 事 業 名 称 事 業 の 概 要 予 算 額

南出張所油タンク置場屋根修繕 676

南出張所駐車場一部補修 495

2-1-1-25-59 庁舎管理業務 朝日庁舎施設修繕 1,000 ※

2-1-5-20-59 市有財産管理事業 旧田麦俣分校給水管漏水修繕 99

2-1-13-25-59
広域コミュニティ推進

事業
中央・南部コミセン・大網地区地域交
流センター

200 ※

6-1-5-45-59 施設管理事業 産直あさひグー玄関ドア修繕 812

6-1-5-45-59 施設管理事業 産直あさひグー 390 ※

大鳥池避難小屋北側天窓修繕 123

大鳥池避難小屋倉庫雪囲雨戸修繕 487

7-1-5-55-59
月山あさひ博物村管理

運営事業
月山あさひ博物村施設修繕 2,497 ※

8-5-3-25-59 農村公園管理費 名川運動広場様式トイレ改装 390

10-4-5-40-59 大鳥自然の家事業 大鳥自然の家施設修繕 150 ※

10-4-5-105-59 旧遠藤家運営管理事業 旧遠藤家住宅トイレ屋根葺き替え修繕 850

10-4-5-105-59 旧遠藤家運営管理事業 旧遠藤家住宅玄関あまや再設置修繕 374

10-5-2-20-59 体育施設総務管理事業 朝日スポーツセンターAED購入 264

10-5-2-20-59 体育施設総務管理事業 テニスコート人工芝張替え 517

10-5-2-20-59 体育施設総務管理事業 朝日スポーツセンター施設修繕 676 ※

合  計 10,000

※枠配分

・令和３年度当初予算段階での実施予定事業であり、緊急修繕や修繕金額に変更が生じた場合は、

　事業内容を変更して修繕を行う場合があります。

【朝日庁舎】小規模修繕事業　令和３年度予算調書

2-1-1-25-59 庁舎管理業務

7-1-4-30-59 観光地美化整備事業

資 料 ３



令和３年３月２６日見込み 単位：千円

款 項 目 事 業 名 称 事 業 の 概 要
当 初
予算額

実績見込み
決 算
見 込 額

摘 要

朝日庁舎施設修繕 1,317,030

南出張所駐車場一部補修
修繕

374,000

【追加】南出張所洋便器便
座交換修繕

96,800
便座破損により緊急に修繕を
必要としたため

中央コミセン渡り廊下雨漏
り修繕

77,000

南部コミセン玄関階段手摺
設置

89,100

【追加】図書館朝日分館灯
油エアコンKHP修繕

27,500
機器故障により緊急に修繕を
必要としたため

源泉水中ポンプ購入 1,474,000

源泉水中ポンプ交換 847,000

ふっくら駐車場
一部補修修繕

1,232,000

【追加】ふっくら車庫
シャッター修繕

17,160
強風により破損し緊急に修繕
を必要としたため

産直グー駐車場整備 484,000

【追加】
産直グー雨漏り修繕

250,000
雨漏りにより緊急に修繕を必
要としたため

道の駅電灯電気系統修繕 61,600

道の駅地下道出入口ガラス
修繕

137,500

道の駅インターロッキング
修繕

88,000

道の駅引き込み配電盤修繕 1,375,000

道の駅駐車場区画線修繕 0 優先度を比較し実施しない

道の駅側溝修繕 0 優先度を比較し実施しない

【追加】道の駅トイレ屋根
修繕

278,300
施設破損により緊急に修繕を
必要としたため

【追加】湯殿山直売所天井
点検口修繕

31,680
施設破損により緊急に修繕を
必要としたため

【追加】梵字の蔵駐車場外
灯修繕

264,000
施設破損により緊急に修繕を
必要としたため

7-1-5-60-59

あさひ自然
体験交流施
設管理運営

事業

キャンプ場サニタリーハウ
ストイレ修繕

531 660,000 660

8-5-3-25-59
農村公園
管理費

中野新田児童公園東屋修繕 278 277,200 278

10-5-2-150-59
体育施設総務

管理事業
朝日スポーツセンター体育
レク室西側外壁雨漏り修繕

385 382,800 383

10-4-5-50-59
大鳥自然の

家事業
【追加】大鳥自然の家漏水
修繕

0 139,700 140
漏水により緊急に修繕を必要
としたため

合  計 10,000 9,981,370 9,985

6-1-5-45-59
施設管理

事業
537 734

1,377

7-1-5-55-59
月山あさひ
博物村管理
運営事業

2,759 2,237

【朝日庁舎】小規模修繕事業　令和２年度実績調書（見込み）

庁舎管理
業務

1,788

3-1-5-50-59

朝日高齢者
等活動支援
施設運営

事業

3,963 3,571

2-1-1-25-59

2-1-13-25-59
広域コミュ
ニティ推進

事業
170 194

資 料 ２



※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

.

2-1-1-190（朝日庁舎改築事業）

朝日庁舎改築事業 16,568 8,400 7,725 443

2-1-5-65（旧大泉鉱山寿岡堆積場耐
震対策事業）

旧大泉鉱山寿岡堆積場耐震対策事業 13,755 12,035 1,720

2-1-7-30（交通輸送対策事業）

交通輸送対策事業 9,648 9,456 192

2-1-7-175（地域振興懇談会運営事業）

朝日地域振興懇談会運営事業 913 913

2-1-7-310（過疎対策推進事業）

過疎対策推進事業（地方創生推進交
付金）

468 234 234

2-1-7-310（過疎対策推進事業）

集落対策推進事業（会計年度任用職
員任用経費）

7,637 2,464 5,173

2-1-7-550（地域まちづくり未来事業）

朝日地域高等学校等生徒通学費支援事業 1,500 1,500

5
総務企
画課

本所

集落対策事業の評価・検証の結果を踏まえ、「関
係人口」の把握・活用、人口予測プログラムシュ
ミレーションを実施し、地域ビジョンの策定を支
援しながら、人口が減少しても住み続けられる地
域づくりを推進する。

6
総務企
画課

7
総務企
画課

庁舎
自己負担額上限を６万円として、高校通学時にバ
ス定期を購入する保護者への支援を行う。

建設予定地である現朝日庁舎敷地内の地質調査業
務及び工事設計業務を委託する。

本所

3

地域振興計画の推進を図るとともに、地域課題の
解決や地域振興、活性化を図るために、広く地域
住民の意見を聴取し市政に反映する。（朝日庁舎
分186千円）

朝日地域市営バスの運行委託と共に、地域公共交
通利用拡大のための取り組みを推進する。

4

令和３年度予算　朝日庁舎主要事業

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

一般会計

2
総務企
画課

庁舎

本所

庁舎

担当課
室名

総務企
画課

№

庁舎

事業費

1
総務企
画課

大地震発生時における集積物の崩壊流出による河
川及び農地の鉱害を防止するべく、堆積場の安定
化工事を計画するために必要な地質調査業務を実
施する。

総務企
画課

地域おこし協力隊員、集落支援員を配置し、集落
点検等を通じた基礎調査を実施し、話し合いによ
る地域の将来像の共有を図りながら、具体的な取
組みへの指導・助言を行う。（朝日地域は集落支
援員1名配置）

資料４
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2

※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

2-1-7-550（地域まちづくり未来事業）

「子どもの村学園」国際交流派遣事業 293 293

2-1-7-550（地域まちづくり未来事業）

助け合い玄関前除雪支援事業 330 330

2-1-7-550（地域まちづくり未来事業）

地域情報広報事業 160 50 110

2-1-7-550（地域まちづくり未来事業）

※
若者語らいの場ありのまま未来プロジェクト
事業 569 569

2-1-7-550（地域まちづくり未来事業）

※「交流の里おおあみ」づくり支援事業 500 500

2-1-10-040（高度情報通信基盤施設
管理運営事業）

インターネット通信管理運営事業 53,452 42,138

2-1-13-025（コミュニティセンター
等管理運営事業）

コミュニティセンター指定管理運営 17,357 17,357

2-1-13-030（地域コミュニティ推進
事業）

住民自治組織総合交付金 12,833 12,833

2-1-13-030（地域コミュニティ推進
事業）
広域コミュニティ組織運営・地域づ
くり交付金

9,880 9,880

2-1-16-025（国内都市提携事業）

ふるさと会支援事業 389 389

9

14

首都圏庄内あさひ会の活動支援（補助金ほか）

10

15

中央・南部・東部の各広域コミュニティ組織の事
業運営等に交付する。

庁舎

13

17

総務企
画課

総務企
画課

総務企
画課

16

庁舎
朝日・櫛引地域で運営している「ｅ－でわネッ
ト」の運営（ケーブルテレビ管理運営経費は櫛引
庁舎で計上）

総務企
画課

総務企
画課

庁舎

各自治会に対し、運営活動を支援するため、従来
の行政運営補助金、駐在員報酬のほか、市の他の
各種補助金を統合した総合交付金を交付する。

総務企
画課

庁舎

庁舎
朝日中央・朝日南部コミュニティセンター、大網
地区地域交流センターの管理運営委託料（各広域
コミュニティ組織に委託）等

8
総務企
画課

鶴岡・タイ「子どもの村学園」友好協会が主催す
るタイ「子どもの村学園」への国際交流事業への
支援を行う。(R3はリモートによる交流事業等）

庁舎

庁舎

地域内で行われている活動への理解を深めてもら
い、積極的な参加を促すための取組の一つとし
て、地域振興カレンダーを作成し、周知を行う。

総務企
画課

高齢者世帯等要支援者宅の玄関前除雪作業に対す
る支援を行う。

庁舎

11
総務企
画課

庁舎
地域の若者が集い語らい、地域内外との交流活動
を通して行う地域・人づくり事業への支援を行
う。

12
総務企
画課

庁舎
地域住民主体による持続可能な地域運営のための
実践活動への支援を行う。



※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

10-4-4-020 (芸術文化振興事業）

芸術文化振興事業 1,731 96 1,635

10-4-5-040（大鳥自然の家事業）

大鳥自然の家管理運営事業 13,812 300 13,512

10-4-5-550(地域まちづくり未来事業)

大鳥自然の家環境整備事業 2,812 2,812

10-4-5-105(旧遠藤家管理運営事業）

旧遠藤家住宅管理運営 5,549 500 5,049

10-5-1-35(総合型地域スポーツクラブ活
動支援事業）
鶴岡市総合型地域スポーツクラブ活動支
援事業補助

3,627 3,627

2-1-1-025（庁舎管理業務）
2-3-1-020（戸籍住民基本台帳事務）

朝日庁舎南出張所運営事業 2,266 1,171 1,095

3-1-1-030（各種福祉関係団体支援事業）

各種福祉関係団体支援事業 79 79

3-1-5-020（老人クラブ活動助成事業）

老人クラブ活動助成事業 548 264 284
25

市民福
祉課

庁舎
老人クラブの活動費の一部を助成することによ
り、高齢者の福祉と介護予防、健康増進を図る。

23
市民福
祉課

庁舎

　朝日庁舎から距離のある大鳥地区及び大泉地区
における住民の利便性を確保するため、朝日庁舎
所管業務の一部を取り扱う窓口を出張所として設
置している。
　なお、本施設は鶴岡市支所設置条例において規
定する支所であり、鶴岡市国民健康保険上田沢診
療所を併設している。駐車場の一部修繕と油タン
ク置き場屋根の修繕を行う。

24
市民福
祉課

庁舎
福祉団体（朝日身体障害者福祉協会．朝日手をつ
なぐ育成会）の運営費の一部を助成することによ
り、団体の円滑な運営と社会福祉の推進を図る。

クラブマネージャー、各種教室、サンスポーツク
ラブ支援

21
総務企
画課

庁舎
県指定文化財旧遠藤家住宅とその中に収蔵展示し
ている民具を年間通して公開するとともに、その
保存管理を行う。

19
総務企
画課

庁舎 大鳥自然の家指定管理委託料等

20
総務企
画課

庁舎
大鳥自然の家環境教育プログラム開発業務委託
（ワラビ園等の整備）浴槽交換修繕

18
総務企
画課

庁舎
芸術鑑賞会、感性教育講演会、朝日芸術文化協会
補助金、あさひ産業文化まつり補助金

22
スポー
ツ課

本所

3
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※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

3-1-5-050（高齢者等活動支援施設運
営事業）

朝日高齢者等活動支援施設運営事業 4,733 36 4,697

3-1-5-115（高齢者施設運営事業）

朝日高齢者生活福祉センター運営事業 3,774 3,774

3-1-5-550（地域まちづくり未来事業）

かたくり温泉入浴施設管理業務委託料 7,300 7,300

3-1-5-150（高齢者生活支援事業）

高齢者等雪下ろし費用補助事業

3-1-6-045（補装具給付事業）

補装具給付事業 700 700

3-1-6-080（障害者通所交通費助成事業）

障害者通所交通費助成事業 140 140

3-1-6-110（地域生活支援事業）

日常生活用具給付等事業 828 828

3-2-1-035（放課後児童対策事業）

放課後児童対策事業

33
市民福
祉課

本所
　昼間保護者のいない家庭の小学校児童の育成指
導に資するため、学童保育所の運営を補助する。
　予算は本所一本化となっている。

31
市民福
祉課

庁舎

　心身障害者の身体障害者施設、障害福祉サービ
ス事業所、地域活動支援センターへの通所に要す
る交通費を助成することにより、心身障害者の社
会復帰及び社会的自立を促進する。

32
市民福
祉課

庁舎

　在宅で重度身体障害を持つ方に日常生活用具を
給付又は付与することにより、金銭面での負担軽
減を図るとともに、日常生活を営む上での不便を
解消し、自立した生活を営むことを目的とする。

29
市民福
祉課

本所
自力で雪下ろしが困難な低所得高齢等世帯に対
し、1回当たり16,000円を限度に補助する。予算
は本所一本化となっている。

30
市民福
祉課

庁舎

　身体障害者の失われた身体機能を補完又は代替
する用具である補装具の給付や修理を扶助するこ
とにより、身体障害者の職業その他日常生活の能
力向上を図る。

27
市民福
祉課

庁舎
冬期間などに在宅での生活が困難なひとり暮らし
等高齢者に対し、一定期間、居住場所を提供し、
併せて相談、見守り、配食等の生活支援を行う。

28
市民福
祉課

庁舎
「かたくり温泉ぼんぼ管理運営組合」に光熱水費等
の委託料を支出し、運営を支援することで、市民の
介護予防と健康増進を図る。

26
市民福
祉課

庁舎
健康の里ふっくらの運営により、高齢者などの生
きがいづくりや健康管理、世代間交流などの地域
活動拠点とする。



※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

3-2-2-020
（子どものための教育・保育給付事業）

保育所運営委託事業 118,161 118,161

3-2-2-050（通園対策費）

通園対策費 11,944 11,200 648 96

3-2-3-080
（子育て支援センター事業）

朝日子育て支援センター事業 8,270 5,512 2,758

4-2-1-025（公衆便所維持管理事業）

公衆便所維持管理事業 712 712

4-2-2-020（塵芥収集事業）

塵芥収集事業

4-2-2-025（ごみ減量・リサイクル推
進事業）

ごみ減量・リサイクル推進事業 108 3 105

4-3-2-050（生活環境保全対策事業）

生活環境保全対策事業 176 176

2-1-16-025（国内都市提携事業）

墨田区交流事業 1,391 1,391

6-1-3-055（鶴岡産農産物消費拡大事業）

庄内あさひ新そばまつり、
月山ワインまつり支援事業

520 520

41
産業建
設課

庁舎
友好協力都市である墨田区の「すみだまつり」・
「わんぱく雪まつり」・「友好都市交流展」で、
交流及び特産品の販売などＰＲ活動を行う。

42
産業建
設課

地域の特産品であるそば、ワインまつりを支援し
地産地消と消費拡大を図る。
鶴岡産そば振興事業補助金　　　　160千円
月山ワインまつり運営事業補助金　360千円

庁舎

39
市民福
祉課

庁舎
資源リサイクルステーション（２ヶ所）を設置
し、一般廃棄物の減量及び再利用の促進を図る。

40
市民福
祉課

庁舎
産廃処理施設跡地周辺の水質検査の実施により、
生活環境の維持、保全を図る。

37
市民福
祉課

庁舎 公衆便所２棟（落合・大網）の維持管理を行う。

38
市民福
祉課

本所
一般廃棄物の収集運搬業務を適正に実施する。
鶴岡市全市事業として、本所で一括委託、Ｒ３年
度より３年間の長期継続契約となる。

35
市民福
祉課

庁舎
保育園児をバスで送迎することにより、登降園時
の安全確保と保護者の負担軽減を図る。

36
市民福
祉課

庁舎

在宅で子育てをしている家庭を中心に、子育て支
援事業・サークル活動・各種講座の開催、遊び場
の提供や育児相談等の実施により子育て家庭等に
対する育児支援の充実を図る。

34
市民福
祉課

庁舎
朝日保育園の管理運営について、指定管理者（社
会福祉法人朝日ぶなの木会）に委託する。
(30年度から5年間の指定期間）

5
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※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

6-1-3-090(農地集積推進事業） (市全体)

農地集積推進事業 27,118 27,118

6-1-4-025(経営所得安定対策推進事業) (市全体)

経営所得安定対策等推進事業 53,995 53,995

6-1-4-040（土地利用型作物生産支援事業）

米の安全品質管理対策事業 966 150 816

6-1-4-045(環境保全型農業直接支払事業） (市全体)

環境保全型農業直接支払事業補助金 66,045 49,850 16,195

6-1-4-060(園芸作物生産支援事業） (市全体)

園芸作物産地化推進支援事業補助金
山菜栽培未収益期間管理費補助金

718 609 109

6-1-4-170（農業災害防止・復旧支援事
業）

(市全体)

農業用施設等除排雪支援事業補助金 800 800

6-1-4-250(強い農業産地づくり支援事業） (市全体)

園芸大国やまがた産地力強力化支援事業
産地生産基盤パワーアップ事業

13,200 8,899 4,301

6-1-4-550（地域まちづくり未来事業）

朝日地域山ぶどうワイン賑わい支援
事業

1,500 1,500

49
産業建
設課

本所
新規就農者や意欲ある多様な経営体の経営規模の
拡大や多角化に向けた取組みを推進するため、機
械施設等の整備費用の支援を行う。

50
産業建
設課

庁舎
朝日地域の特産品（月山ワイン）の生産量を維
持、増産するため、生産者支援を行う。

47
産業建
設課

本所

①競争力のある園芸作物の生産と産地化を推進す
るため、水田への新規作付に支援する。
対象品目は、野菜（山菜）・果樹、補助基準は、
20,000～30,000/10a。
②わらびを新植する者の未収益期間の管理に要す
る経費を補助する。

48
産業建
設課

本所
豪雪による農作業の遅れを防ぐため、管理団体が
実施する農業用施設・樹園地・苗代の除排雪経費
の支援を行う。

45
産業建
設課

庁舎
安全な米の生産を推進するため、西大鳥地区にお
ける土壌改良剤の投入などの安全管理に向けた対
策を行う。

46
産業建
設課

本所

環境にやさしい農業を推進するため、特別栽培を
基本とする農業を実践する農家に対して支援を行
う。
［R2実績:環境直払交付金　13名3,105千円］

産業建
設課

本所

認定農業者など地域の中心経営体への農地集積を
促進するため、農地中間管理機構を通じた農地異
動に対し協力金を交付する。
［R2実績:地域集積協力金１地域、144千円、経営
転換期協力金3名、512千円］

44
産業建
設課

本所
経営所得安定対策に係る水田情報把握、現地確認
等を実施し、円滑に制度を推進する
［R2実績:産地交付金　21,491千円］

43



※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

6-1-4-550 (地域まちづくり未来事業）

山の恵み産地化事業補助金
1,550 1,550

※ 6-1-4-550 (地域まちづくり未来事業）

あさひの特産応援事業補助金 600 600

6-1-5-020（中山間地域等直接支払交付金事業） (市全体)

中山間地域等直接支払交付金 282,207 211,655 70,552

6-1-5-045（施設管理事業）

地場産業振興施設修繕 1,202 1,202

※ 6-1-5-045（施設管理事業）

地場産業振興施設耐力度調査業務委託 1,600 1,600

※ 6-1-5-045（施設管理事業）

地場産業振興施設修繕工事 2,500 2,500

6-1-5-050（鳥獣被害対策事業） (市全体)

鳥獣被害対策実施隊員報酬 4,298 4,298

6-1-5-050（鳥獣被害対策事業） (市全体)

農作物被害防止対策事業費補助金 3,885 3,885

6-1-5-050（鳥獣被害対策事業） (市全体) 鶴岡市鳥獣被害対策協議会への補助

鶴岡市鳥獣被害防止対策協議会補助金 6,340 6,340 猟友会による巡回業務・追払い用花火の配布等

電気柵・防鳥ネット等の購入への補助のほか、地
域住民が取り組む被害防止活動に対する支援

59
産業建
設課

本所

57
産業建
設課

本所

58
産業建
設課

本所

55
産業建
設課

庁舎
産直あさひ・グーの今後の方向性を検討するた
め、構造耐力、健全度等について総合的に調査を
行い建物の老朽度を評価する。

56
産業建
設課

庁舎
産直あさひ・グーで大雪等により破損した屋根等
を修繕する。

53
産業建
設課

本所

対象農地の関係者による集落協定の承認、並びに
中山間地域の農業生産条件不利地において、5年
以上農業を続ける農業者に対して協定に基づき交
付金の交付（第５期：R02～R06）［R2実績:26名
100,186千円］

54
産業建
設課

庁舎
産直あさひ・グーで不具合が生じている南玄関ド
ア等の修繕を行う。

51
産業建
設課

庁舎

出荷困難な生産者からの集荷と市街地での出張販
売を行い、生産者と消費者をつなぐ。
山菜きのこ種苗の導入補助や栽培技術研修を開催
し、地域特産の特用林産の普及を図る。

52
産業建
設課

庁舎
あさひ地域の特産品の販売量を増やす取組や新た
な特産品の開発を行う団体に支援する。

管内の猟友会が実施する有害鳥獣（サル・熊）の
捕獲業務の報酬

7
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※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

6-1-7-020（農業関連施設等維持管理事業）

農道維持管理事業 543 543

6-1-7-020（農業関連施設等維持管理事業） (市全体)

農道除雪業務委託料 1,950 1,950

6-1-7-020(農業関連施設等維持管理事業）

農道維持管理原材料支給事業 1,358 1,358

6-1-7-055（生産性向上土地基盤整備事業） (市全体)

生産性向上土地基盤整備事業 1,805 1,805

6-1-8-020（多面的機能支払活動支援事業） (市全体)

多面的機能支払活動支援事業 914,266 685,699 228,567

6-2-2-085 (企業の森づくり推進事業）

ノコトぶな公園絆の森水源の森づく
り事業

353 353

6-2-2-095 (森林公園等施設管理事業）

古の里森林公園管理事業 753 753

6-2-2-550 (地域まちづくり未来事業）

森林荒廃防止事業 201 201

6-2-5-030（林道維持管理事業）

林道維持管理事業 2,041 2,041

67
産業建
設課

庁舎
森林整備の際に生じた木や枝をきのこ栽培に活用
し、森林資源の再利用化事業に支援する。

68
産業建
設課

庁舎
市管理林道(花戸線・荒沢線・本郷松沢線)の草刈
維持管理や路面補修に必要な原材料費

65
産業建
設課

庁舎
県企業局絆の森水源の森づくり事業をノコトぶな
公園等月山ダム周辺で実施（県みどり環境税交付
金事業）

66
産業建
設課

庁舎
月山あさひ博物村の「古の里森林公園」の維持管
理

63
産業建
設課

本所

農業者等で組織する団体が行う事業で、国、県の
補助事業採択基準に満たない土地改良事業に対
し、一般型は事業費の30％以内、一般形以外は
50％以内の額を補助

64
産業建
設課

本所

農村の高齢化・過疎化等の進行により、共同活動
で支えられていた農用地・水路・農道等の多面的
な機能の発揮に対し、地域の共同活動を支援し農
業の多面的機能の維持・発揮を図る［R2実績:16
団体27,064千円］

61
産業建
設課

本所
豪雪による農作業の遅れを防ぐため、市管理農道
における除雪のほか、管理団体が実施する農道の
除排雪経費の支援を行う。

62
産業建
設課

庁舎 集落管理農道補修用の砂利・コンクリートの支給

60
産業建
設課

庁舎 上野山農道及び高速道路農道管理業務委託料



※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

7-1-4-020 (観光一般事業)

タキタロウ館管理運営事業 1,320 1,320

7-1-4-020 (観光一般事業)

あさひむら観光協会運営補助金 3,380 3,380

7-1-4-020 (観光一般事業)

六十里越街道活用事業補助金 900 900

7-1-4-020 (観光一般事業)

六十里越街道地域連絡協議会負担金 200 200

※ 7-1-4-020 (観光一般事業)

湯殿山有料道路災害復旧事業補助金 5,800 5,800

7-1-4-030 (観光地美化整備事業)

登山道、避難小屋等管理事業 3,470 610 2,860

7-1-4-030 (観光地美化整備事業)

国立公園内登山道維持補修管理事業 1,318 1,318

7-1-4-030 (観光地美化整備事業)

自整協朝日支部交付金 523 523

7-1-4-030（観光地美化整備事業）

以東岳避難小屋管理事業 351 351

7-1-4-040 (まつり振興事業)

タキタロウまつり運営事業補助金 1,291 1,291

7-1-4-040 (まつり振興事業)

月山あさひ雪まつり運営事業補助金 192 192

78
産業建
設課

庁舎
実行委員会が主催するタキタロウまつり運営費に
対する補助金

79
産業建
設課

庁舎
実行委員会が主催する雪まつり運営費に対する補
助金

76
産業建
設課

庁舎 自然公園保全整備促進協議会朝日支部交付金

77
産業建
設課

庁舎
以東岳避難小屋の維持管理負担金として、山形県
と同額を負担し、適切な維持管理を行う。

湯殿山有料道路の崩落した箇所の復旧

74
産業建
設課

庁舎
湯ノ沢岳登山道、摩耶山登山道、田麦俣登山道、
大鳥池山小屋、大鳥多目的広場等の施設管理

75
産業建
設課

庁舎 国立公園内登山道の刈払い及び吊橋等維持補修

庁舎

71
産業建
設課

庁舎
六十里越街道を活用したイベント等の開催や案内
板作成、環境整備に対する補助金

産業建
設課

庁舎
鶴岡市・西川町における六十里越街道を通じた広
域連携事業（共同事業・広域観光推進等）に対す
る負担金

69
産業建
設課

庁舎 タキタロウ館の管理運営委託

70
産業建
設課

庁舎 観光協会への運営費補助金

72

73
産業建
設課

9
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※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

7-1-4-550（地域まちづくり未来事業）

タキタロウネット活用事業 100 100

※ 7-1-4-550（地域まちづくり未来事業）

朝日地域国有林活用事業 1,345 1,345

7-1-4-550（地域まちづくり未来事業）

大鳥地域淡水魚活性化事業 250 250

7-1-4-550（地域まちづくり未来事業）

観光市営バス運行事業 4,000 4,000

7-1-5-055（月山あさひ博物村管理運営事業）

月山あさひ博物村管理運営事業 14,839 31 14,808

7-1-5-055（月山あさひ博物村管理運営事業）

月山あさひ博物村管理運営事業 2,497 2,497 　  

※ 7-1-5-60（あさひ自然体験交流施設管理運営事業）

あさひ自然体験交流施設維持管理事業 32,859 219 32,640

※ 7-1-5-60（あさひ自然体験交流施設管理運営事業）

あさひ自然体験交流施設維持管理事
業（投資事業分）

132,037 132,000 37

8-2-2-020(道路維持事業）

市道維持補修・道路美化・草刈作業 5,239 5,239
88

産業建
設課

庁舎
道路維持補修：舗装補修（パッチング）など
道路美化：国･県道沿いに花植え
草刈作業委託：７自治会等及び６路線

86
産業建
設課

庁舎
圧雪車格納庫修繕
ＰＣＢ機器廃棄・交換業務委託
土地借上料

87
産業建
設課

庁舎

湯殿山スキー場事業認可コンサルタント業務（繰越）
湯殿山スキー場第１ロマンスリフト改修工事
湯殿山スキー場新第２ロマンスリフト建設工事（１年
目　機械装置製作）

84
産業建
設課

庁舎
月山あさひ博物村管理運営委託
国道横断水管橋点検業務委託

85
産業建
設課

庁舎 施設の小規模修繕

産業建
設課

庁舎
赤川漁協が行うヒメマス稚魚放流を支援すること
で、資源の一定確保を図りながら朝日連峰への誘
客の増加を促し地域の活性化を図る。

83
産業建
設課

庁舎
現在運行している市営のバスと連携し観光シーズ
ンの土日祝日に市営バスを運行することで観光客
の二次交通を確保する。

80
産業建
設課

庁舎
携帯電話不通地帯における朝日連峰山間部でデジ
タル簡易無線を所有する登山者との情報共有でき
るコミュニティネットの運用、ＰＲ。

81
産業建
設課

庁舎
田麦俣の六十里越街道と大鳥の二ノ俣古道を測量
し国有林の貸借契約を締結、遊歩道として森林の
有効活用を図る。

82



※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

8-2-2-020(道路維持事業）

交通安全施設維持補修事業 1,865 1,865

8-2-3-020 (道路新設改良事業)（単独）
8-2-7-020 (道路公共事業)（過疎）

市道整備事業 23,500 22,825 675

8-2-6-020（除雪対策事業）

市道除雪事業 53,690 53,690

8-2-6-030（克雪対策生活道整備事業）

生活道整備事業補助金 250 250

8-3-2-025（ダム対策費）

月山ダム公園維持管理事業 2,244 2,244

8-7-1-035（克雪タウン計画促進事業）

克雪住宅整備支援事業補助金 500 225 275

90
産業建
設課

本所

市道上田沢八久和線表層改良工事
市道古田線舗装復旧工事
市道野中漆原線道路改良工事
市道上田沢倉沢線道路改良工事

93
産業建
設課

庁舎
ダム公園内トイレ清掃、樹木管理事業、除草委
託、ダム周辺整備事業、緑地管理

91
産業建
設課

庁舎 除雪路線：92.48㎞

92
産業建
設課

庁舎
舗装、機械購入等整備に対する補助金
補助金上限：250千円

89
産業建
設課

庁舎
防護柵、区画線（工事含む）

94
産業建
設課

庁舎
耐雪、融雪、落雪型等住宅整備に対する支援補助
金（補助金上限：500千円）

11



12

※印は「新規事業」 　 （単位：千円）

款・項・目・細目（細目事業名） 予算

事　業　名 区分
国県
支出金

地方債 その他 一般財源

財　　源　　内　　訳
事　業　内　容

担当課
室名

№ 事業費

42,939 11,895 31,044

3-5-2-030（家族介護者支援事業）

家族介護者交流支援事業 220 220

国民健康保険特別会計

1
市民福
祉課

庁舎

要介護等の高齢者を介護している家族等を対象
に、介護者同士の交流・介護に関する相談・学び
合いの機会を設けることにより、家族介護者の精
神的負担の軽減を図り、支援する。

1
市民福
祉課

直営診療施設勘定 庁舎
国保直営診療施設として上田沢診療所及び大網診
療所を管理・運営し、無医地区における医療の確
保及び地区住民の健康保持増進に寄与する。

介護保険特別会計



取組の目的

これまでの
検討経過

老朽化した朝日庁舎・朝日分署等の公共施設を一体的に整備し、情報通信技術と地域特性を融合した
施策を推進するとともに、過疎対策の拠点施設としての整備を行います。

【関係者への説明】
市議会に対して … ８月１８日に主要事項として概要を説明
地域の皆様に対して … ８月２０日から９月１０日までの住民懇談会、地区自治会長会議で概要を説明

８月２６日の落合自治会役員会で概要を説明
１０月２７日の地域振興懇談会で概要を説明

【行財政改革の視点からの取り組み】
庁内組織：行財政改革推進本部会議、外部委員会：鶴岡市行財政改革推進委員会での協議を進め、『鶴岡市行財

政改革実施計画（令和３年度～令和７年度）（案）』を策定し、市民の皆様からの意見公募を行っています。

＊鶴岡市行財政改革実施計画（案）から抜粋

名 称 朝日庁舎の再整備
効果種別 財政の健全化・業務改善効率化・サービスの改善・向上
取組概要 老朽化した庁舎と消防分署の合築により、建設コストの軽減を図るとともに、周辺施設との機能集約、

ワンストップサービスの拡充による利便性の向上を図る。
また、過疎対策、地域公共交通、中山間振興の司令塔としての機能を朝日庁舎へ移転を進める。

【庁内での取り組み】
関係各課との協議調整を進め、基本計画の策定に向けた準備を進めています。

朝日庁舎再整備事業について（１／２）

資料５

令和３年度の
取り組み
（庁内）

【庁内推進体制の構築】
建設に向けて庁舎整備対策室（室長：朝日庁舎総務企画課長、主幹：企画部地域振興課長・企画部情報企画課長、
室員：建設部建築課職員、朝日庁舎総務企画課職員）を組織し、朝日庁舎にとどまらない全庁的な推進体制を構
築します。（令和３年４月１日発令予定）

【外部有識者からの意見聴取】
引き続き行財政改革の視点から本部会議・推進委員会での意見聴取とともに、デジタル技術を活用した地域課題

解決のための施策を展開するため、「SDGｓ未来都市デジタル化戦略有識者会議」での意見聴取を行います。



朝日庁舎再整備事業について（２／２）

施設整備の
基本的取組
方針（案）

１．現状の耐震建築物は適切なメンテナンスにより長寿命化を図るとともに、非耐震の老朽化施設を統合し、将来に
渡ってのイニシャル及びランニングコストの縮減を目指します。

２．新庁舎の建設位置は、他公共施設との連携、地域の中核機能の向上を目指すとともに、施設集約のためのまと
まった土地として市が所有する現朝日庁舎敷地内に建築します。

３．耐震性を確保した地域防災拠点施設としての整備を進めます。
４．木造建築を主体とし、木質バイオマス等再生可能資源の活用を検討します。

庁舎活用の
基本的取組
方針（案）

過疎対策のモデル施策を推進し地域特性を生かした取り組みを進めるとともに、住民サービスの向上を目指し情報
技術を活用した新しい取り組みを進める横断的組織づくりを目指していきます

〇人口減少、少子高齢化、地域公共交通など過疎地域の課題を解決するための取り組みを進めます

〇情報通信技術を活用したリモートサービスを始めとする新しい住民サービスモデルの試験実施を検討します

〇引き続き福祉関連部署との連携を進めるとともに、暮らしの相談手続きに係る住民窓口の拡大を目指します

〇自然環境教育の実践を始めとし、地域の自然・文化を活用した取り組みを進めます
〇森林資源を活用する取り組みを進め、林業や中山間地農業の振興を推進します

情報通信技術を活用した住民サービスの推進

地域振興・過疎対策の推進

ワンストップサービスの拡大

森林資源を始めとする地域資源を活用した取り組み

令和３年度
以降の計画
（案）
及び令和
３年度予算

令和３～４年度 基本設計・実施設計業務
令和４～５年度 新庁舎建設工事
令和６年度 旧庁舎解体工事及び外構工事

＊令和６年度中に供用開始予定

令和７年度 旧分署解体工事

予算：令和３年度現年分 設計委託費 １２，２４０千円
地質調査業務委託費 ７，３８８千円

（債務負担行為） 設計委託費 ２８，５６０千円
委託費総額 ４８，１８８千円


